
JMP®を使用した SAS®プログラムの作成

JMPのモデルのあてはめと時系列分析プラットフォーム（ARIMA と季節 ARIMA）を使用して SAS プログラムを自
動的に作成できます。SASのスコアリングコードもパーティション、ニューラルプラットフォームで作成可能です
（当資料には含んでいません）。

JMP®を使用した SAS®プログラムの作成

モデルのあてはめプラットフォームでの SASプログラム作成: 

 データテーブルで、分析 > モデルのあてはめを選択
します。

 モデルの指定: 応答(Y)と説明変数(モデル効果)を選
択します。

 手法からモデルの種類を指定します。

 一番上の赤い三角ボタンをクリックし、SAS ジョブの作成を選択します (作成されるコードは一番下の右
側の図をご参照ください)。

 注意: シンプルな PROC GLM、PROC Logistic、PROC GENMOD、PROC Mixed コードのみ生成可能です。

時系列分析プラットフォームで ARIMAモデルでの SAS コードの作成: 

 データテーブルで、分析 > モデル化 > 時系列分析を選
択します。

 Y, 時系列の列や他の役割の列を(必要に応じて)選択し、
OK をクリックします。

 赤い三角ボタンをクリックし、ARIMAか季節 ARIMA を選
択します。モデルを指定し、推定をクリックします。

 モデルの赤い三角ボタンをクリックし、SAS ジョブの作成
を選択します。

JMPは指定したモデルに対する SAS コードを新しい SASプログラ
ムエディタウィンドウ上に作成します。SAS にコードをサブミットするには、
右クリックして、SAS でサブミットを選択します。

注意:  

 SAS コードをサブミットするには、JMPは SASに接続しなければなり
ません。ローカル及びサーバー上の SASへの接続に関しては、
JMPからの SASの利用のページをご参照ください。

 JMP と SASの連携に関しては、JMPのヘルプで「SAS インテグレー
ション」を検索するか、JMPの使用法（ヘルプ > ドキュメンテーショ
ン以下）で「SASからのデータの読み込み」の項をご参照ください。

 モデルのあてはめや時系列分析プラットフォームの利用に関して

は、基本的な回帰モデルや発展的なモデル（ヘルプ > ドキュメンテ
ーション以下）をご参照ください。
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